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　風景づくり活動を発展・継続させる上で重要(課題)なこととして、「住民の参加協力、多様な活動団体との連携」「子供たちの参
加・学校との連携」「風景・景観活動のPR」などがありました。

あなたの地区は「沖縄らしい独特で魅力のある風景（地域）」
だと感じますか？ 

風景づくりサポーター活動の取組について、あなたの
考えを教えてください。 

今後、風景づくり活動を発展・継続させる上で、何が重要（課題）となってきますか？  （※最大３つまで選択）

あなたの年齢について教えてください。 

あなたは今後もこのような取組みに参加・協力
したいと思いますか?

　県内市町村景観行政担当者を対象に景観地区の指定及び運用、また景観協議会設立に関する先進地について現地
研修を行い、景観行政担当者の風景づくりに係るスキルの向上を図りました。 

県外先進地事例研修

　仙台市の担当者から、仙台市の景観まち
づくりの取組について説明を受けたあと、
仙台城跡からの眺望や定禅寺通り、荒浜地
区を視察しました。都市内部における段階
的な変化に伴う高さ制限や、緩和高さの条
件として求められる緑地や公共的空間の確
保、景観地区や地区計画、広告物モデル地
区、誘導指針、景観まちづくり協議会の取組
について、具体的な説明を受けました。ま
た、荒浜地区では、震災で失われた海岸のみ
どりを市民と協働で再生するプロジェク
ト、防災集団移転跡地の利活用、震災遺構に
ついて説明を受け、防災・環境と景観まちづ
くりの関係について学ぶ貴重な機会となり
ました。 

宮城県仙台市
●実 施 日／令和６年11月６日（水）７日（木）
●研修内容

仙台城跡からの眺望(都市部) 定禅寺通のケヤキ並木と
歩行者専用通路

外壁の素材はケヤキ並木と
調和するものを使用

管理者が異なる道路付属物を
街路灯に集約

エリアマネジメント広告
(街路灯を活用した広告幕)

　川越市の担当者の案内で、川越十ヵ町地
区を中心に、都市景観形成地域（重伝建地区
を含む）及び歴史的風致維持向上地区重点
地区を視察しました。古い町並みが残る
十ヵ町地区では、景観を守るためのルール
や事前協議組織「川越町並み委員会」の設
置、江戸時代の町割り・蔵造りといった伝統
的な建築様式について説明を受けました。
また、補助制度を活用した建物の改修・新築
の事例や、電線地中化の取組についても学
びました。歴史的風致の維持向上のため、文
化財保護法や景観法などの制度を活用し歴
史的景観整備に取り組むと共に、「NPO法
人川越蔵の会」や住民、事業者、行政が協働
することで、多くの観光客が訪れる人気の
スポットとなり、地域の活性化にも成功し
ています。 

埼玉県川越市
●実 施 日／令和６年11月８日（金）
●研修内容

Ⅲ．景観行政コーディネーターの育成
５地区で風景づくりサポーター活動の参加者に対してアンケート調査を実施し、

85名の方から回答がありました。その一部を紹介します。

川越一番街商店街
(伝統的建造物群保存地区)

川越市のランドマーク「時の鐘」 「小江戸」川越の街並みに
調和するコーヒー店

大正浪漫通りに残る住宅
(景観重要建造物)

文化創造インキュベーション施設
(文化財の保存と活用)

川越市職員との意見交換

海岸防災林の再生状況
(ふるさとの杜再生プロジェクト)

震災遺構・荒浜小学校 仙台市職員との意見交換
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